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本プロジェクトでは，欧州での先行導入例を調査し，利用者心理，挙動等の多面的な分析を行うこ

とで，電動モビリティ混在下において，複数主体が安心して利用できる歩道・車道空間のあり方を検

討した。また，国内外の研究者，実務者とのワークショップを通じて，電動モビリティを導入する際

にクリアすべき障壁を明らかにすることを目指した。 
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本プロジェクトでは，電動モビリティに関する 6つのワーキンググループ（WG）を立ち上げ，「新

たなモビリティとして社会に受容される要件や必要なインフラ，制度に関する情報収集を行う（国際

比較）…WG1（社会的受容），WG2（法制度面）」，「構内調査や実道観測に基づき，歩道，車道上

での他者とのインタラクション・心理的負荷を評価，道路空間整備の検討やモビリティの安全利用の

ために必要な知見を得る…WG3（観測調査分析），WG5（混在下での走行挙動・利用者意識に関する

研究）」，「国内の電動モビリティ導入意向に関する自治体調査，導入時の課題整理…WG4」，「研

究成果について，国際ワークショップを開催し，今後検討すべき課題を明らかにする …WG6」として

学際的，国際的な調査分析活動を進めた。各WGの研究成果を以下にまとめる。 

 

 
図-1 各 WGの位置づけ 
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(1) WG1の研究成果 

WEBアンケートによりモビリティの車種選択で重視する要素や車種ごとの利用意向と，利用者属性

との関係を分析し，年代ごとに利用目的が異なることを明らかにしている（日比野ら 1)）。また，ア

ンケート調査により電動キックボード利用時の通行位置選択に影響を与える個人属性や道路交通条件

について明らかにしている（井料ら 2)）。 

 

(2) WG2の研究成果 

インターネットに掲載される電動キックボードに関する新聞記事を対象に，記事で取りあげられる

話題の変遷を整理している。その結果，当初は乗り物の紹介など，中立的な事例紹介が多かったが，

電動キックボードの普及が進むにつれて，乗り方や違反行為に関する記事が増加しており，電動キッ

クボードに関する議論の質が変化していることを明らかにしている（猪井 3)）。また，2022 年に一部

改正された道路交通法において，特定小型原動機付自転車に対して規律が整理されていない駐輪問題

に着目し，フリーフロート型シェアリングサービスと路上駐車の法的解釈について，各種法令および

海外事例を踏まえて整理し，今後のシェアリングサービスの在り方について論じている（髙田 4)）。 

 

(3) WG3の研究成果 

実験フィールドに仮想の道路空間を構築し，様々な横断構成下において電動キックボードと自動車

が並走する走行実験を実施している。その結果，電動キックボードと自動車の並走時の離隔距離が双

方の走行評価に影響を与え，その影響度は自転車と自動車の並走と同等であることを明らかにした

（内田ら 5)）。また，公道における他の交通との混在状況下での電動キックボードを対象とした走行

実態調査を実施し，単路部での電動キックボードの走行位置や，自動車に追い越される際の離隔距離

などについて分析している。その結果，縁石からの離隔距離として，縁石から 0.8～1.0m 確保した位

置を走行する電動キックボードが多く，また，電動キックボードが自動車に追い越される際の離隔距

離をみると，1.2m以上を確保して追い越しをすることなどを明らかとした（立松ら 6)）。 

 

(4) WG4の研究成果 

地方自治体へのアンケート調査により，自治体の地域課題の重要度や，小型電動モビリティサービ

スの導入状況を把握した。また，地域課題への貢献期待度と地域特性の関連性を分析し，郡部に位置

する自治体では，小型電動モビリティによる課題貢献期待度が高く，観光の振興を目的とした導入事

例もあるが，採算性への懸念を払拭する課題があることがわかった（伊藤ら 7），永田ら 8），伊藤ら
9））。 

 

(5) WG5の研究成果 

他者とのすれ違い時における挙動と不安感に着目し，例えばは，電動キックボードの回避特性と利

用者不安感を明らかにするために，電動キックボードと歩行者がすれ違いを回避する走行実験を実施

し，走行軌跡のビデオ画像観測と不安感のアンケート調査を通じ，電動キックボードの乗車時および

歩行時の回避特性と利用者不安感を分析している（鈴木 10)，宮崎ら 11)，Suzuki, K。 ,et al12））。さら

に，被験者属性別の回避挙動特性についても分析している。その結果，例えば，性別により離隔距離

に差はないが，電動キックボード同士だと回避開始は女性のほうが遅い傾向にあること，自動車の運

転スキルに自信がある人や事前準備的な運転傾向がある人は早めに回避し始める傾向にあることを明

らかにしている（宮崎ら 13)）。 

 

(6) WG6の研究成果 

WG6の成果として，2023年 2月 28日にウィーン工科大での国際ワークショップ（Role of Micro-E-

Mobility in Modern Transportation Systems: challenges and future expectations，WCTRS SIG C4 and G2 との
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共催）を実施し，プロジェクトメンバー以外の海外研

究者(UCL，TU Wien)，実務者（POLISnetwork）の参加

により，上記研究成果の深化を図っている。パネルデ

ィスカッションの主な論点として，①インフラの適合

性に関して，単独事故の問題から整備，維持管理の重

要さを確認した。②安全性リスクについては，速度

（Mobility 間の相対速度）を落とす工夫の必要性を確認

し，規制速度を下げる，取締り強化，技術面での支援

が重要であることを論じた。また，接触機会を減らす

工夫として，分離した通行空間の必要性を確認した。

③Micro-E-Mobility の将来に関して， Sustainable な

Mobility か否か，徒歩に置き換わるか(健康面)，将来を

見据えた検討が重要であること，トリップ長（例。1mile は徒歩，数 km は Micro-E-Mobility）に合わ

せた導入，都市構造のあり方（駐車スペース（車→Micro-E-Mobility）の捻出や速度レベルの異なるモ

ビリティを許容するための道路ネットワークの階層性の重要さを確認した。 

さらに，世界交通学会 SIG C4，G2 との共催で，WCTR2023 モントリオール大会でのスペシャルセ

ッション企画（Role of Micro-E-Mobility in Modern Transportation Systems: challengers and future expecta-

tions (WCTRS SIG C4, G2と共催））へ繋げている。 

 

(7) まとめ 

本プロジェクトの分析より，地域課題の解消に期待される小型電動モビリティとして，高齢者のモ

ビリティ確保へは電動車椅子，ラストワンマイルの確保へは超小型モビリティ・ミニカー，観光振興，

中心市街地活性化へは電動キックボードや搭乗型移動支援ロボットが期待されているといった整理が

できた。また，小型電動モビリティのうち，電動キックボードに関する得られた知見と今後の普及・

展開に向けた課題として，以下のようにまとめられる。 

利用実態分析より，交差部では車道通行が多いが，歩道走行するケースも見られることからルール

の周知・徹底の必要性を確認した。また，並走・追越しを考慮すると縁石や車両からそれぞれ 1.0mの

スペースが必要であり，自転車レーンに相当する通行空間が必要で，狭幅員の場合は都市型側溝への

改良も望まれることを示した。車両運動特性として，低速と高速域で，操縦メカニズムの違いがあり，

10km/h 程度より低速では，操舵によるバランス操作の影響が確認された。沿道出入り車両の回避行動

や交差点部の走行における危険性が懸念される。以上のことから，速度による応答性や旋回半径の違

いなどの運動特性について，講習時などに両者の理解度向上を図ることが必要であることを示した。 

利用者の受容性に関して，回避量，普段の運転特性の違いが電動キックボード乗車時の不安感，受

容性に影響を与え，すれ違う主体の組み合わせによっても評価が異なることを示した。これより，電

動キックボード同士ではすれ違い時の主体間の相対速度を小さくすること，利用時の注意喚起，運転

者特性を考慮した受容性を高めるための啓発も必要であるといえる。また，社会的な受容性に関して，

電動モビリティの普及状況によって，意識の構造が異なる可能性があることを示した。そのため，普

及過渡期では，法制度等の整備や運用サービス向上が社会的受容を高めることが重要であるといえる。 

一方，海外事例の分析に基づく今後の課題について，電動キックボードは車体が安く，税金も安い

ので，所有が比較的容易であることから，自動車免許を持たない利用者など，安全教育の徹底の課題

があり，また駐輪に対する検討も必要であることを示した。また，電動キックボードをはじめとする

micro-E-mobilityがSustainableなMobilityと言えるか否か，高齢化社会，経済性へのimpactなど将来を見

据えた多面的な検討が必要であることを確認した。さらに，トリップ長に合わせたMobilityの導入展

開，都市構造のあり方や速度レベルの異なるモビリティを許容するための道路ネットワークの階層性

の重要さ（面的な通行空間整備の方向性）を示した。 

 

図-2 国際ワークショップの 

パネルディスカッションの様子 
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